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スライド 1 

子どもの参画による子どもにやさしいまち
～世界の動向から奈良の将来を考える

奈良市 未来をひらく子どもシンポジウム

◇ 日 時 平成２５年５月１９日（日）午後１時から午後３時３０分
◇ 場 所 はぐくみセンター（奈良市保健所・教育総合センター） ９階大講座室

千葉大学大学院園芸学研究科 教授
木下 勇

ユニセフ 子どもにやさしいまち（CFC）
国際諮問委員会委員

 

 

スライド 2 １ 背景
子どもたちの心

 

 

スライド 3 

出典）日本青少年研究所「中学生・高校生の生活と意識・調査報告書」2009年。 図は高校生のデータを抜粋した。

 

 

１ 基調講演資料 
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スライド 4 
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この住んでいるまち
が好き

地域の将来を考える機会
があれば参加したい

将来もこの
まちに住み
たいと
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計 173

計 308

計 173

奈良市の小学５年生481人のアンケートから

 

 

スライド 5 

三世代マップづくり

２．四世代の移り変わり

 

 

スライド 6 
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スライド 7 

 

 

スライド 8 

 

 

スライド 9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1925s

1955s

1982

1986

2006 学校

道

公園

家の中・庭

緑道(1975以前は川）

寺社

空地

ｹﾞｰﾑｾﾝﾀｰ

塾・習い事

デパート・店

世田谷プレーパーク

その他

（注： 1925ｓ＝1925年前後、1955ｓ＝1955年前後に遊び盛りだった各世代20人ずつ
への聞き取り調査による。1982 T小２・４・6年生計237名へのアンケート調査、1986
同計203名へのアンケート調査、2006 T・M２小学校１～6年生計478名へのアンケー
ト調査）

世田谷区太子堂・三宿（三軒茶屋）地区 四世代の遊び場の変化

 

 



 
 

44 

 

ス ラ イ ド 

10 

まちのおもしろおじさん・おばさん

しかし 子どもは遊び 地域社
会に参加する

 

 

スライド 11 

感性を開いて街を見る おもしろ、おかしな、きになる・・・・  
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1980年代初期まで見られていた光景

こういった光景は1980年代にほとんど消えた

道路、路地、空き地
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ス ラ イ ド 

13 

タイトル：日本学術会議の提言についてお問い合わせ、ご意見：

「我が国の子どもの成育環境の改善にむけて」に、違和感を感じました。道路遊びを前提に書
かれているのでしょうか？道路遊びは危険であるとともに、騒音の問題があります。提言の中
に「乳児の鳴き声が常に響く保育室は70～90dB 程度とかなりうるさいことも指摘されており、

吸音対策の必要性も検討すべき」とありましたが、道路で児童が複数で遊ぶ騒音はそれ以上
です。ボール遊びは、窓を閉めても防げない性質の音です。また、道路遊びに使われる場所と
いうのは、一日中誰かが遊んでおり、重篤な問題です。「家の一番の役割は人が休めること」
であり、大人にとっても、子どもにとっても同じです。道路遊びの被害にあっている家は、子ども
の健全な育成どころではなく、子どもや家族が病気でも、ゆっくり寝かしてあげることさえできま
せん。窓も常に閉めっきりで、非常に不健全な生活を強いられます。また、騒音は循環器や神
経に大きな影響があります。健全な子ども育成というスローガンの元に、一部の子どもや大人
の、健康、生活を踏み台とするようなことのないよう検討をお願いいたします。-----------------------
--------------------------------------------------------------------

タイトル：子供の道路遊びは非常に迷惑です。
お問い合わせ、ご意見：

子供を遊ばせられる道路を提案、子供の道路遊びを肯定しているような記事にとても迷惑して
いる。毎日数時間も自宅前で続く集団の道路遊びと井戸端会議の騒音で苦痛を強いられてい
る者として、住宅街の道路遊びは子供のためと主張する人間の詭弁や抗弁に使われるような
記事の掲載は非常に遺憾である。非現実的な提案や理論だけが先走った展望で、公の機関
から道路遊びを擁護するような記事を掲載する事は控えてもらいたい。騒音を取り締まる法
律、道路遊びを禁止する法律の整備や、子供を放置して騒音を撒き散らしてもよい区画と静か
に暮らす権利を守る区画への住み分けを実現する事こそ急務かと思う。まずは誰もが家で静
かに寛ぐ事ができる権利を保障してからの議論にして欲しい。
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子どもが描いた不審者の絵

子どもたちの不審者像は皆同じ、サングラス、マスク、帽子・・・・・

不審者を考えよう

 

 

ス ラ イ ド 

15 不審者…….

• 学校からの帰り道、見知らぬ男の
人が突然、棒で私の頭を打った。
(リサ, 11歳少女).

世田谷でのインタビューより

・隣の中年の男の人が不審者。だっていつもニヤニ
ヤ笑って私を見るもん。
( ８歳の女の子,最近、越してきた。小金)
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子どもたちは不審者、不審者って言われるので ついに不審者ごっこを考え出した
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『私は日本が子供の天国であることをくりかえさざ
るを得ない。世界中で日本ほど子供が親切に取り
扱われ、そして子供のために深い注意が払われる
国はない。ニコニコしているところから判断すると、
子供達は朝から晩まで幸福であるらしい（E. モースの
1970，1877,1878,1882 の来日時の様子, 『日本その日その日２』 1917，p.68 平凡
社1970 ）』

『私はこれほど自分の子どもに喜びをおぼえる人々を見
たことがない。子どもを抱いたり背負ったり、歩くときは
手をとり、子どもの遊技を見つめたりそれに加わったり、
たえず新しい玩具をくれてやり、野遊びや祭りに連れて
行き、子どもがいないとしんから満足することがない。他
人の子どもにもそれなりの愛情と注意を注ぐ。父も母
も、自分の子に誇りをもっている...（I.バード 1878年の東北の旅『日

本奥地紀行』1880． 平凡社1973）』

 

 

ス ラ イ ド 

18 
つ
き
て
み
よ
一
二
三
四
五
六
七
八
九
の
十

十
と
納
め
て
ま
た
始
ま
る
を

絵 こしの千涯

良寛のごとく

こ
の
里
に
手
毬
つ
き
つ
つ
子
ど
も
ら
と

遊
ぶ
春
日
は
暮
れ
ず
と
も
よ
し

 

 



 
 

47 

 

ス ラ イ ド 

19 

http://www.koredeiinoda.net/manga/rererete
n.html  
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20 
ハビタットⅡ （イスタンブール１９９６）

「安定した保有」＝「一定の土地に安心して住み
続けられる権利」＝全ての人々に快適な生活
を

「都市ガバナンス」＝「住民参加型まちづくり」＝
持続可能なまちづくり

↓

グローバルパートナーシップ

中央政府と地域コミュニティ

公的セクターと民間セクター

男性も女性も、少年も少女も全てが自分たちの都市の形成と
発展の一助となることに、そして都市が市民に提供する生活
の質に、個人的責任を感じる状態を目指さねばならない

子どもが幸せである
かどうかが、社会が
健全で政治がうまく
いっているかどうかの
証である」

２．子どもにやさしい都市（まち）
へ
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子どもに優しい都市
Ｃｈｉｌｄ Ｆｒｉｅｎｄｌｙ Ｃｉｔｉｅｓ

「子どもに優しい都市」の形成は次の9つの原則から成り立っている。

１．子どもの参画： 子どもの意見を聞きながら、意思決定過程に加わるように積極
的参加を促す。

２．子どもに優しい法的枠組み：子どもの権利を遵守するように法制度的な枠組み
と手続きを保障する。

３．都市全体に子どもの権利を保障する施策 ： 子どもの権利条約に基づき、子
どもに優しい都市の詳細な総合計画と行動計画を定めて実施する。

４．子どもの権利の部門または調整機構：子どもたちの将来を見据えて、地方自治
体の中に優先すべきことを保障する永続的仕組みを構築すること。

５．子どもへの影響評価：子どもに関わる法律や政策、そして事業について実施
前、実施中そして実施後に子どもへの影響を評価する制度化された手続
きが保障されること。

６．子どもに関する予算：子どものために適当な資源と予算が使われているかが調
査されることを保障すること。

７．子どもの報告書の定常的発行：子どもたちと子どもの権利についての実情につ
いて十分なモニタリングとデータ収集が保障されること。

８．子どもの権利の広報：大人や子どもが子どもの権利について気づくことを保障
すること。

９．子どものための独自の活動： 子どもオンブズマン、子どものコミッショナーなど
子どもの権利を促進するために活動しているNGOや独立した人権団体を
支援すること。  
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Ⅱ子どもに優しい都市 アセスメント

建設的アプローチ （子どもの権利の
主張のみでなく実質的に子どもたち
にいい居住環境をつくる）
３つの質
持続可能性
シンプル／コンプリヘンシブ 総合的
満足／喜び

Ⅰ．アーバンプランニング

子どもの遊びは変わっている ロマンティ
シズム禁物
総合的施策
大人のケア 安全と安心

Ⅲ 政治翼

ヨーロッパに子どもに優しい都
市の政治家のプラットフォーム
をつくる

ロッテルダム
子どもに優しい都市欧州会議

2008. 11.3-5

• 参加者 約３００人
• 発表者 約５０人
• 同時に４分科会
• 「アーバンプランニング（都市計画）」
と「子どもに優しい都市アセスメント」がテーマ

3．世界の例
オランダ
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23 SCHOOL BASED PARTICIPATORY WORKSHOPS 
学校ベースの参加のワークショップ

参加のプロセスの中心的な部分である。ワークショップは
2つの保育所、3つの小学校、1つの中学校で実施され、子

どもと若者が学校の内外で４時間のプログラムに７回参加
している。
これらのワークショップによって、子どもたちのニーズ、権
利、問題と情報源、たまり場の要求とそこでの活動、関係と
立場、まちのサービスと機会について、現実的な状況把握
を行うことができた。

イタリア コレッジョ

CITY WIDE PUBLIC WORKSHOPS
市役所での公開ワークショップ

市役所で行われた2回のワークショップは、テーマと解決策に関し
て、子どもたちと保護者が対話と協働を行うことができた、学校での
ワークショップとはまた違う重要な機会となった。

１回目のワークショップでは、（マルチメディアを使って）テーマが説
明され、議論され、そして優先事項を共有化したリストが作成され
た。（教室での作業からの発展）

2回目のワークショップでは、プロセスの結果が評価されて、それ
ぞれのクラスで、具体的なプロジェクトとガイドラインに関する実現
のための行動計画へと展開した。
両方のワークショップで、合わせて200人を超える子どもと保護者
が活発に活動に参加した。

イタリア

©Photos by Ray Lorenzo子ども未来ラボ  
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24 
フランスでは 子どもの参加を全面的に推進
「子どもにやさしい」は持続可能な発展

Sustainable development a priority,
an “ecological” early childhood center in Paris

A selection process based 
on four fundamentals
Fundamental 1 : “every day 
life”, special attention to 
children well being
Fundamental 2 : child and 
youth consultation,
participation and listening
Fundamental 3 : 
international solidarity
Fundamental 4 : advocacy 
for child rights

©Mélusine Harlé, UNICEF France
Child friendly cities officer – Rotterdam

フランス

４つの基本のプロセス

基本１ 「日常生活」特に
子どもの福祉

基本２ 子ども若者の相
談、参画、話しを聞くこと
基本３ 国際連携

基本４ 子どもの権利の擁
護
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みんなの学校 シュレッスヴィグホルスタイン州 シャッフルンド

「子どもに優しい」を掲げて子どもが増えた。ドイツの例
ドイツ

校庭を
子ども達と改造

新住宅地
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26 
子どもたちと自然に近い公園づくり

VAUBAN Freiburgフライブルグ ヴォーバーン
 

 

ス ラ イ ド 

27 

ドイツの子ども・家族に優しい都市 ヴォーバン地区（フライブルグ市） 道路は子どもの遊びが優先される。環境共生共

同住宅も参加型でつくられ、NPOが運営。子どもを生んで育てたくなる環境で、一家に３人は子どもがいるという。  
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ドイツ ベルリン
校庭、園庭改善
『緑が学校をつくる」の成果

１９９１年より
８６０の学校の内、４６０校で実施

３００校以上で全体か大部分を改
造

年間２５校で継続研修
年間５０校で実践プロジェクト
第３資金の獲得（年間50.000 -
100.000 ユーロ 約650〜１3００万
円1€130円換算)

 

 

ス ラ イ ド 

30 

ゲルゼンキルヘン 子どもたちが学校、校庭をつくる

詳細は ペーター・ヒューブナー著（木下勇訳）
『こどもたちが学校をつくる』 鹿島出版会 2008.11

設計Peter Huebner

 

 



 
 

51 

 

ス ラ イ ド 

31 

ミュンヘン–子どものための都市

市の総合計画の理念に “ミュンヘンで遊ぼう”“子ども家族に優しいミュンヘン”

コンセプト
 Background information, 

Framework conditions 

 Quality criteria of an all-city 
play promotion

 Strategies of action, 
priorities

 Reference literature

要約
 important 

findings, 
targets, 
fields of 
action of 
the concept 

指標リスト
 Questions and 

indications for 
all levels of 
planning and 
implementatio
n

12

コンテストt: “Munich – Open for 
Children”

より子どもに優しい都市のためにfor 
more child-friendliness in the city

子ども参加の推進

1999子どもにやさしいレストラン

2001 子ども家族にやさしい住環境

1999 and 2001 子どもにやさしいミュンヘン市
民(子どもが審査委員会)

1999 and 2001 アイデア＆プロジェクトコンペ

2006 子ども家族にやさしい住環境

中央に常勤の副市長直轄の子ども代理人、地域のボランティアの子ども
代理人を統括、子どもの声を市政に反映する責任。副市長直轄なので
市施策に横断的に強制力を有す。

資料：ミュンヘン市
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こどもにやさしいミュンヘン市民
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NPO とのパートナーシップ

市青少年局: 事業担当:

行政＆ ＮＰＯ (委託)

子ども保育

青少年の
ための公共
地域サービス

文化＆
教育

若者の
社会体験

家族、
女性、男性
のための
サービス

管轄
市青少年局

子ども保育 青少年、家族サービス 子育てサービス

2.1.1

託児所による保育

2.1.2

異年齢統合保育
施設

2.1.4

ＮＰＯによる保育
3.1.5

青少年保護

3.1.1

青少年のための
公共地域サービス

2.1.3

家族による保育
3.1.4

余暇サービス

3.1.2

地域を越えた
青少年サービス

3.1.3

連合体による
青少年サービス

3.3.3

生活相談＆生活支援

3.3.1

市町村従事の標準

3.3.2

対話と支援による
活動的サービス.

3.2.2

家族相談

2.3.4

施設の代わりに
家族支援

2.3.2

外国人家族支援

2.2.3

若者の権利を
守る支援

2.2.2

安全な生活の
標準.

2.2.1

学校、職業に
適した社会体験

2.3.5

里親

2.3.1

家族内の
子どもの保護

援助、後見、養育費前貸

2.4.1

後見、養育

2.4.3

養育費前貸3.2.1

家族の教育＆
対話によるサービス

子育て支援

援助

後見、養育

養育費前
貸

2.4.2

援助
証明

権利担当

2.3.3

家族への一部援助

Feb. 2004

= ＮＰＯ民間のみ

= 行政・ＮＰＯ 協働

= 行政のみ

7

13

5

事業チーム

課 / 

指導

ドイツでは補完性の原理にて、NPOが得意とすることは任せて市の
施策も分担して、委託、恊働、市単独に分かれている。
右図は子どもの遊びを専門とするNPOが隔年で実施しているミニ・
ミュンヘン。これも市が予算の半分近くを支出している。

資料：ミュンヘン市、Hans Mayerhofer, 木下勇訳 写真 Gerd Grueneisl

 

 

ス ラ イ ド 

35 

BC州子ども・若者にやさしいコミュニティ チェックリスト
ブリティッシュコロンビア州のNPO「子どもと若者の協会」

がすすめている、「子どもと若者に優しいコミュニティ」の
活動

子ども・若者の視点からの診断ツールの大項目には以
下のものがならぶ。

住まい、住宅、住宅まわり、公園・空地、ファミリーサ
ポートサービス、保育・幼児教育、学校、住宅付近の安
全と警察、交通機関、レクリェーション・コミュニティサー
ビス、組織化されたスポーツと体を使うレクリェーション、
芸術・文化活動、医療・保健サービス、福祉・法律相談
サービス、地域の商店、仕事の場所、地方自治体、メ
ディア、である。

例えば「住宅が子ども・若者に優しいとはどういうこと
か？」という点でのチェックリストには、
家族の共用の居間を家の中心に置くこと、

子どもが成長するにつれて模様替えができるようなつく
り、外へ簡単に遊びに出られること、
屋外に安全でプライベートな遊びの場があること、
集合住宅ではコミュニティスペースが自由に使えること、

子ども・若者の普通の遊びやレクリエーション活動を制
限しないような賃貸または売買契約があること、
住宅の評議会に若者も積極的に参加できること、等。

（SCY（カナダ子ども若者協会）こども＆まちネット名古屋（こまち）訳（２００２）：
「あなたのまちを子ども・若者にもっとやさしいまちにするには」 Robert Yates 
講演会資料）

カナダ

表１ 「子ども・若者にやさしいコミュニティ」（SCY）BCのコミュニティ診断項目例  

家に近い場所が子ども・若者にやさしいとはどういうことですか？ 

子どもたちが友達といろんなごっこ遊びや体を使った遊びができる柔軟な環境 

遊びやすい自然があり自然の素材があること（樹木、藪、水辺） 

よく管理され、定期的に安全性を検査されている子どもの遊び場があること 

子ども・若者が安全に、苦情を言われることなくインフォーマルなスポーツ（例えば路上のホッケーなど）がで

きる場所があること 

子どもを車交通から遠ざける開発方法 

子ども・若者をやさしく迎え入れ、共同の場所で遊べるようにしてある集合住宅 

屋外の共同の広場で遊んでいる子どもの姿を親が自分の家の主な部屋の窓から見ることができるような住宅デザ

イン 

子ども・若者が騒々しく遊べる場所があること 

子ども・若者、親など、いろいろな年齢層の人々が集まっていられる共用の場所 

子ども・若者が学校や公園などよく出かける場所への道がわかりやすく、明るく照明されており、安全なこと 

子ども・若者を狙う犯罪者へ向けての対策がとられていること（例えば買春行為を通しての性犯罪、ドラッグ勧

誘やドラッグ売買など） 

 

公園と空き地がコミュニティの子ども・若者にやさしいとはどんなことですか？ 

公園や空き地のような緑地、手の入っていない自然な場所などがあること 

公園が学校のすぐ近くにあり、連携して使えるようになっていること 

公園でダンスやミュージックフェスティバルのような子ども・若者向けの屋外の夏のイベントが開けること 

コミュニティ・ガーデンで子ども・若者が花や野菜を植え、育て、収穫できること 

公園や空き地で子ども・若者が木登りしたり冒険遊びができること 

公園や空き地で子ども・若者が建築資材を使ってものを作ったりできること 

とくに若者向けの公園（例えばスケートボードができる公園）があること 

公園のデザインに若者や親を参画させるという施策があること 

公園での催しで若者がリーダーシップをとる機会があること 

放課後や学校の休みの期間にプレーリーダーのようなスタッフがいること 

行政の公園課は定期的に安全点検を行うシステムをもっていること 

 

近隣の安全管理と治安維持に関してコミュニティが子ども・若者にやさしくなるとはどういうことですか？ 

地域に隈なく目配りがあること 

通学の安全（例えば通学路、大人が引率する徒歩通学団等） 

子ども・若者が嫌がらせなどを受けず安全に集える公共の場所 

犯罪や保安問題を子どもや若者が学べ、自由に話し合えるフォーラムの開催 

いじめ、虐待その他学校やコミュニティで起こりえる暴力事件を防止するプログラムの開催 

学校やコミュニティでアルコール中毒、薬物中毒への気づきのプログラムを。飲酒運転防止プログラムも。 

子ども・若者を丁寧に扱う警察スタッフ 

警察問題に関わる問題でコミュニティと学校が連携する。すべての学校における警察との連絡係も含めて。 

コミュニティの治安問題に地域の人たちが強く関与する（例えば交番を通して、また徒歩や自転車での巡回パト

ロールで） 

若者と警官の積極的な交流の機会をコミュニティが設ける 

子ども・若者に関わる地域のボランティアグループに犯罪の記録を自由にチェックできるようにする 

子どもの安全を強化し、犯罪を減らす試みに対して地域の企業から援助してもらう 

                以上 SCYのパンフレット（子ども＆まちネット名古屋訳 ）からの抜粋  
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BC州子ども・若者にやさしいコミュニティ
カナダ

詳細は 伊藤一美さんへ
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ス ラ イ ド 

37 
英国 ホームゾーン、 プレイイングランド

写真：上©Adrian Sinclair
左Children in The City by Lia Karsten＆Willem van Vliet-CYE, 2006

英国ではプレイイン
グランド、プレイ
ウェールズ、ロンド
ンプレイなど子ども
の遊びの環境の向
上に政策提言をし
て、また実施に行
政、民間企業と連携
を組みながら進める
団体が組織されてき
ている。

特に住宅前の
道路を子ども
が安心して遊
べる環境にす
るホームゾーン
の推進などに
貢献している。

英国
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子ども計画2007 より明るい未来を築く
ために
子ども、学校＆家庭局

英国では各国（イングランドやウェールズ
等）に子どもコミッショナーを置き、子どもの
権利条約の推進のため政策の総合的調整
を行っている。子どもの声を聞き、政策に
反映する役割も担う。
写真はウェールズの子どもコミッショナー
Keith Towler 氏
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インドネシア

第二回 こどもにやさしいまち アジアパシ
フィック国際会議 2011．6

74の市町村でこどもにやさしいまちを実施

子どもの参画の場としての
子どもフォーラム
各地区、市町村から全国へ
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ス ラ イ ド 
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社会的擁護施設 SOS子どもの村
（キンダードルフ）でのこどもたちの
参画活動

ナマズやアヒルの飼育  
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南三陸町 戸倉中学校２年生 復興への提案づくり
At the class of 2nd year of Tokura Junior High School

戸倉中学校は校舎が１階部分が浸水し、全壊の小学校とともに2011年度は隣の登米市の廃

校を活用して開校。ワールドビジョンの支援によりバスにて４０分かけて通学。また登米市の仮
設住宅に移り住んだ子も少なくない。2012年度は南三陸町の志津川小学校、中学校にて授業

再開。しかし登米の仮設住宅の子どもらには遠くなり、生徒数の減少にもつながり、中学校の
統廃合（以前から計画にあったが）に傾いている。 写真は登米市の廃校の活用時２０１１年  

 

ス ラ イ ド 

42 
戸倉の地区には伝統的な鹿子舞いを小学校時代から子どもたちは習得する。その地
域の指導者が、隣の登米に移った学校にまで来て指導している。この鹿子舞いは２０１
２年の夏にテキサスに招待され、ダルビッシュの居る球場にて披露された。
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ス ラ イ ド 

43 

第１回目のワークショップ 平成２３年１２月５日

最初に戸倉中学校の２年生の「産業」をテーマにした総合学習の時間で相談を受けて
ワークショップを開催。

 

 

ス ラ イ ド 

44 

この戸倉地区は漁業資源には隣の志津川や卯立地区に比べて豊かにない地区であったが、
わかめや鮭の養殖で漁業を起こしてきた。そこで子どもたちに磯遊びから、素潜り、最後には
スキューバダイビングまでのふるさと学習を２５年も継続してきた歴史がある。 この日は被災
後、初めてのそんなふるさと学習のような、漁師さんの船に乗せてもらう機会となった。

漁師さんも船は大半が壊滅的被害を受けて、２割ほどしか残らなかった所、中古船の支援
や、修復で5割ほどに復旧してきた時である。
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45 

この時は鮭の稚魚を沖の生簀に移す時であった
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ス ラ イ ド 
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その後に学校に戻り、ワークショップ

 

 

ス ラ イ ド 
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子どもたちは町のキャラクター「オクトパス君」の仲間のキャラクターづくりを提案

 

 

ス ラ イ ド 
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２回目のワークショップは2月13日 2012.

次第に町の宣伝のコマーシャル（フィルム）に
案は統合されていき、生徒は先生に曲づくり
を依頼（高橋先生は学生時代から仲間でマ
ザーフォークというバンドをしていた）
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ス ラ イ ド 
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Case 2 南三陸町ジュニアリーダークラブ「ぶらんこ」のワークショップに
よる復興まちづくり提案

第１回
２０１２．１．１５
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52 PPlace to Play, park
Shopping 

Gathering place of Junior leaders

Communication with different generations 

Cafe Library

Smile for children  

Outdoor lamp

Dream of each

Talking Place
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第２回
２０１２．１．２１ ジュニアリーダーはふだんの研修でグループ活動に慣れていて

ワークショップのノリも最高であった。 自然とロールプレイも。
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アンケートの結果を見ながら復興の方向を考える
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ス ラ イ ド 

55 

第３回
２０１２．１．２９

町長を招いて懇談。中間報告的にそ
の時に描いている構想を発表。町長
から意見を聞く。
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Caffe

Issue Vision Concrete Action  Who? When?

Lacking of 
communication
, and the place 
for it. 

Community tie,
Learning 

Library

Commu
nity 
center
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２０１２年３月２５日には市民の前で発表、市民参加のワークショップも世代別のグループで
実施。この企画もジュニアリーダーによる。

提案内要

公民館＋カフェ＋図書館＋展示場所＋ステージ
＋子ども・ジュニアの居場所＋公園・遊び場
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ス ラ イ ド 
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After2012年6月30日、計10回のワークショップから提案をまとめることができて、町長に提出。

提案は町への提案と自分たちで行なうことに分かれている。
町への要望は

①つながり増えるカフェつき公民館、つながりが増える遊び場所、カフェ付き公民館、図書
館の機能（資料展示コーナー）、公園

②災害に強い安全な町〜安心な町づくりのためにあわてないための避難体制、安心安全な
避難場所
ジュニアリーダー自らの行動計画では次の点が打ち出された。

①地区の子ども会復活に向けた行事の手伝い ②ぶらんこ通信の復活 ③交流事業の活
発化  
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子ども参画の復興まちづくりから

1. 日常的な子ども・若者の参画が、緊急時、避
難、復興時に表れてくる。

2. 子ども・若者は大人、お年寄りを元気づけ、つ
なげる鎹（かすがい）

3. 子ども・若者は復興に参画したいと思っている
（子は少なくない）。彼らが参画することで未来の
地域を背負う人材が育つことになる。

４．大人の役割はそのパートナー。未来の形成
に必要な情報や技術を示しながら、その行動で
示す大人の背中を見て、育っていく。
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日本での取り組み
子ども条例 子どもの権利条例
総合条例 ２３ （川崎市、奈井江町、多治見市、目黒区、芽室町、札幌市等）

個別条例 １８ （教育やオンブズパーソンなど中野区、鶴ケ島市、川西市等 ）

原則条例 ４３ （箕面市、世田谷区等や都道府県に多い）

子どもの参画
子ども会議 川崎、札幌、多治見市、豊田市、八王子市など多く一般

子どもの居場所の運営参画 川崎、杉並、千葉など普及中
子ども参画のまちづくり 川崎、札幌、世田谷、ニセコ（中学生会議）、愛知県

東郷町（中学生会議による総合計画）、など普及中
子ども参画の次世代育成支援行動計画（後期） 千葉、横浜、名古屋など
子どものまち 佐倉、市川、横浜、札幌、四日市、千葉、名古屋等約２０自治体

子どもの村（社会的擁護施設）開設 福岡こどもにやさしいまちづくりネットワーク
（企業も参加）

子どもにやさしい復興まちづくり ユニセフ、セーブ・ザ・チルドレン、ワール
ドビジョン、こども環境学会、子どもの権利条約ネットワーク等の主唱

赤字はユニセフを意識して動きがある所

子どもの居場所
杉並（ゆう杉並）、川崎（夢パーク）、 千葉（きぼーる、子どもカフェ）等
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子どもの参画の推進に向けて

• 子どもフォーラム 行政施策へ意見反映の仕組み

• 子どもコミッショナー （行政内の部署横断的に調整権限をもって
子どもの視点で施策を展開）

• 子どもの参画ファシリテーターまたは声を聞いてくれる

頼れる大人（まちのオッサン、オバサン）

・ 居場所 第三の場所 家、学校以外の居場所

例 道路、駄菓子屋、図書館、児童館・ユースセンター、子どもカフェ

頼れるアニキ、アネキ

・ 学校、幼稚園、保育園での取り組み 子ども代表委員会、対話

・ 小さな事業から 園庭・校庭・遊び場づくり等

・ 遊びからの参画 例 こどものまち

 

 

ス ラ イ ド 

63 子どもを育てるに
は一つの村が必要
（アフリカの諺 ヒラリー・ク

リントンが紹介 1996 『村

中みんなで』繁田・向田訳
あすなろ書房）
↓

村（コミュニティ）
を育てるには子ど
もが必要

（ロジャー・ハート
1995）

Happy
Share,  Charity

Community
Healthy

Tolerant, Dream
Environment
Friendly

Responsibility

Present by the daughter of  Ray  Lorenzo  
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スライド 1 

未来をひらく子どもシンポジウム
報告：奈良市子ども条例検討委員会委員長 浜田進士

（特定非営利活動法人 子どもの権利条約総合研究所 関西事務所長）

 

 

スライド 2 

奈良の子ども支援・子育て支援の
「土台」を

奈良を「子どもにやさしいまち」に

「子ども・市民とともに」考え、
「未来」への方向を示す

「奈良らしさ」をカタチにする

 

 

スライド 3 

縦割り行政の壁をクリアする
【総合性】

継続的で安定した子ども施策を推進
する
【継続性】

子ども支援のシステム・制度を創設
する
【実効性】

 

 

２ 経過報告資料 
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スライド 4 

子どもに関する条例の内容を検討する

 6人の委員

奈良市の子ども関係部局担当者

平成24年3月から

 おおむね2ヶ月に1回開催

 （これまで9回開催）

 

 

スライド 5 

これまで
•奈良市の子どもの現状把握

いま
•奈良市の子どもの課題抽出

これから
•奈良市の子ども条例づくり

 

 

スライド 6 

実情を
明らか
に

アンケー
ト

ワーク
ショップ

インタ
ビュー
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スライド 7 

子どもが主人公

 10歳から17歳 34名の子ども

平成24年7月31日～11月17日

計6回

シチズンシップ共育企画

代表 川中大輔さん

 12名の子どもサポーター（学生）

 

 

スライド 8 

①子どもはおとなが想像している以上に、深
くものごとを考えている。
②子どもは言いたいことがいっぱいあること
を、おとなは理解できていない。
③子どもたちは、奈良市が好き。好きだから
こそ、いろんな問題点も知っている。
④子どもたちは、奈良市のまちをよくしたい
と考えている。
⑤奈良のまちづくりに、おとなは子どものこ
とをもっと頼り（あてにする）にしてほしい。

 

 

スライド 9 

①子どもたちが、自由に思いを言える
居場所づくり

②学校単位から奈良市全体へ

③子どもを取り巻く環境を整える

④多様な意見を組み上げる仕組み

⑤子どもの仲間のチカラの促進
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ス ラ イ ド 

10 

⑥子どもにわかりやすい条例

⑦子どもとともにつくる条例

⑧子どもを支えるあらゆる事業者の役
割を明確に

⑨既存の相談機関の検証

⑩いじめる⇔いじめられている子ども
の関係への対応

 

 

スライド 11 

声が届きにくい状況の子どもや保護
者・関係者から気持ちを聴く

平成24年8月28日～9月3日

児童相談所・母子生活支援施設

児童養護施設

児童家庭支援センター

非行と向き合う保護者、不登校・引
きこもりを考える親たちの会
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「レールからはずれた」子どもが暮らし
にくい！

「保護者の責任」をどう表現する？

児童虐待対応への高い評価

支援体制・社会的養護機能の充実

ＮＰＯと自治体との協働とネットワーク

子どもにとって信頼性の高い相談・救済
制度をどのように構築するか
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ス ラ イ ド 
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①奈良市の既存の調査の活用
例：教育委員会の調査

奈良市ひとり親家庭等実態調査など

②独自調査
小学校 5年生 485人
中学 2年生 558人
17歳（高校世代） 470人
おとな（20歳以上） 814人

平成2４年12月18日～平成25年1月8日

 

 

ス ラ イ ド 
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①回答者の属性

②ふだんの生活状況

③地域での生活状況

④相談について

⑤自己決定について

⑥自由意見
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子どもを「もっぱら守られる存在」
「もっぱら力を身につける存在」？

「あてにされる存在」「自ら関係を
生み出す存在」でもある

子どもの参加を通して、課題を解決
していく。
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「あなたは必要な存在だよ」

「生きていていいよ」

「あなたは大切な人間だよ」

「あなたはあなたのままでいいよ」

「がんばってるね」

「ありがとう」

 

 

 


